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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手コネクタと嵌合する嵌合部を有するハウジングと、前記嵌合部に配置された複数の
端子と、前記相手コネクタの抜出を阻止し弾性部を有するロック金具と、を備え、回路基
板に実装される電気コネクタにおいて、
　前記ハウジングは、前記複数の端子の配列方向の両端にロック金具を収容する収容部を
有し、
　前記ロック金具は、
　一端部に形成され前記回路基板に固定される固定部と、
　他端部に形成され前記相手コネクタの抜出を阻止する阻止面と、
　前記阻止面から延長し略U字形状に折り返された第１折返部と、
　前記相手コネクタの嵌合過程において前記第１折返部と当接する、前記固定部から前記
相手コネクタの抜出方向に延長した部分に形成された略U字形状に折り返された第２折返
部と、
　前記第１折返部の終端またはその近傍に設けられ、前記複数の端子の配列方向に対して
交差する方向に突出し、前記ハウジングの前記収容部の前記相手コネクタの抜出方向側に
形成された当接面に当接される一対の突出部と
　を有することを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
　前記ロック金具は、前記第１折返部と前記固定部との間に形成された連結部の一部に前
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記相手コネクタの抜出方向に垂直な面を有し、前記垂直な面の一端に前記相手コネクタの
抜出方向に突出した屈曲部を有することを特徴とする請求項１記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回路基板上に実装され相手コネクタと接続される電気コネクタに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、回路基板上に実装される電気コネクタにおいて、相手コネクタの意図しない抜け
を防止するためにロック機能が設けられることがある。例えば、特許文献１には、回路基
板に対して直角な方向を嵌合方向とする雄側コネクタと雌側コネクタにおいて、雄側コネ
クタが雄側補強金具を有すると共に、雌側コネクタが雌側補強金具を有し、雄側補強金具
と雌側補強金具とが嵌合方向で係止し合うことにより、コネクタ同士の意図しない抜けを
防止することが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３００３７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述の電気コネクタにおいては、落下による衝撃等を受けた場合には、コネク
タ同士の嵌合が外れ、意図しない抜けが発生することがあった。
【０００５】
　本発明の目的は、相手コネクタの意図しない抜けを防止することができる電気コネクタ
を提供することである。
電気コネクタを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電気コネクタは、相手コネクタと嵌合する嵌合部を有するハウジングと、前記
嵌合部に配置された複数の端子と、前記相手コネクタの抜出を阻止し弾性部を有するロッ
ク金具と、を備え、回路基板に実装される電気コネクタにおいて、前記ハウジングは、前
記複数の端子の配列方向の両端にロック金具を収容する収容部を有し、前記ロック金具は
、一端部に形成され前記回路基板に固定される固定部と、他端部に形成され前記相手コネ
クタの抜出を阻止する阻止面と、前記阻止面から延長し略U字形状に折り返された第１折
返部と、前記相手コネクタの嵌合過程において前記第１折返部と当接する、前記固定部か
ら前記相手コネクタの抜出方向に延長した部分に形成された略U字形状に折り返された第
２折返部と、前記第１折返部の終端またはその近傍に設けられ、前記複数の端子の配列方
向に対して交差する方向に突出し、前記ハウジングの前記収容部の前記相手コネクタの抜
出方向側に形成された当接面に当接される一対の突出部とを有することを特徴とする。
【０００７】
　また本発明の電気コネクタは、前記ロック金具が、前記第１折返部と前記固定部との間
に形成された連結部の一部に前記相手コネクタの抜出方向に垂直な面を有し、前記垂直な
面の一端に前記相手コネクタの抜出方向に突出した屈曲部を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、相手コネクタの意図しない抜けを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】実施の形態に係るレセプタクルコネクタの外観を示す斜視図である。
【図２】実施の形態に係るロック金具の斜視図である。
【図３】実施の形態に係るロック金具の側面図である。
【図４】実施の形態に係るプラグコネクタの外観を示す斜視図である。
【図５】実施の形態に係るレセプタクルコネクタにプラグコネクタを嵌合させる際のロッ
ク金具の状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態に係る電気コネクタについて説明する。図
１は実施の形態に係るレセプタクルコネクタ（電気コネクタ）の外観を示す斜視図である
。図１に示すようにレセプタクルコネクタ２は、図示しない回路基板上に配置される平面
視矩形状のハウジング４を有している。ハウジング４には、２つの側壁４ａ間にプラグコ
ネクタ２０（相手コネクタ）（図４参照）が嵌合する嵌合部６が形成されている。ここで
嵌合部６においては、２つの側壁４ａのそれぞれの内壁面側に等間隔で複数の端子８が配
置されている。
【００１１】
　またハウジング４の嵌合部６内には、複数の端子８の配列方向に延びる中央凸部４ｂが
形成されている。更にハウジング４は、複数の端子８の配列方向の両端にロック金具１０
を収容する収容部４ｃを有している。ロック金具１０は、弾性部材により形成されており
、プラグコネクタ２０の意図しない抜出を阻止するものである。
【００１２】
　ロック金具１０は、図２の斜視図及び図３の側面図に示すように、一端部に回路基板に
固定される固定部１１が形成され、他端部にプラグコネクタ２０の抜出を阻止する阻止面
１２が形成され、固定部１１と阻止面１２とが連結部１３により連結されている。またロ
ック金具１０は、阻止面１２から延長し略U字形状に折り返された第１折返部１４を有し
ている。第１折返部１４の終端には、複数の端子８の配列方向に対して直交する方向に、
ハイジング４の側壁４ａ方向に突出する一対の角柱状の突出部１５が設けられている。こ
こで突出部１５は、その上面１５ａが収容部４ｃを構成するハウジング４の側壁４ａの内
壁面側に形成された当接面５に当接される。
【００１３】
　ロック金具１０の連結部１３には、固定部１１からプラグコネクタ２０の抜出方向に延
長した部分に、プラグコネクタ２０の嵌合過程において第１折返部１４と当接する略U字
形状に折り返された第２折返部１６が形成されている。
【００１４】
　またロック金具は、第１折返部１４に連続する連結部１３にプラグコネクタ２０の抜出
方向に垂直な面１７を有し、垂直な面１７の一端にプラグコネクタ２０の抜出方向に突出
した屈曲部１８を有している。
【００１５】
　図４は、実施の形態に係るプラグコネクタ２０の外観を示す斜視図である。図４に示す
ようにプラグコネクタ２０は、平面視矩形状のハウジング３２を有し、ハウジング３２の
両方の側面のそれぞれに複数のプラグ側端子３４が配置されている。またハウジング３２
の複数のプラグ側端子３４の配列方向の両端面には、それぞれ２つのロック爪３６が形成
されている。ここでロック爪３６は、係止面として機能する上面及びこの係止面の先端部
からハウジング３２の端面側に傾斜している傾斜面を有している。
【００１６】
　この実施の形態に係るレセプタクルコネクタ２にプラグコネクタ２０を嵌合する際には
、レセプタクルコネクタ２の嵌合部６上にプラグコネクタ２０を位置させ、プラグコネク
タ２０を押し下げる。この場合に、図５（ａ）に示すように、ロック爪３６の傾斜面は、
ロック金具１０の第１折返部１４を構成するＵ字形状部の上側に位置する領域に当接する
。この状態で更にプラグコネクタ２０が押し下げられると、図５（ｂ）に示すように、ロ
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ック爪３６により第１折返部１４を構成するＵ字形状部が押し下げられ、Ｕ字形状部の下
側に位置する領域がロック金具１０の第２折返部１６を構成するＵ字形状部の上部に当接
する。この状態で更にプラグコネクタ２０が押し下げられると、図５（ｃ）に示すように
、ロック金具１０がハウジング４の端部方向に開き、ロック爪３６が第１折返部１４を構
成するＵ字形状部の先端よりも下に移動する。これによりロック爪３６の係止面が阻止面
１２に係止され、レセプタクルコネクタ２にプラグコネクタ２０が嵌合される。
【００１７】
　この実施の形態に係るレセプタクルコネクタ２においては、レセプタクルコネクタ２か
らプラグコネクタ２０を抜出すようとした場合、第１折返部１４の終端に形成された一対
の角柱状の突出部１５の上面１５ａがハウジングの収容部４ｃを構成する側壁４ａの内壁
側に形成された当接面５当接されるため、レセプタクルコネクタ２からロック金具１０が
抜出されることを阻止することができる。したがって、プラグコネクタ２０の意図しない
抜けを防止することができる。
【００１８】
　この実施の形態に係るレセプタクルコネクタ２からプラグコネクタ２０を抜出する際に
は、ロック金具１０の屈曲部１８を所定の治具などによりハウジング４の端部方向に押圧
する。これによりロック爪３６の係止面が阻止面１２から外れ、容易にレセプタクルコネ
クタ２からプラグコネクタ２０を抜出することができる。
【００１９】
　なお、上述の実施の形態においては、第１折返部１４の終端に突出部１５が設けられて
いるが、第１折返部１４の終端の近傍に設けるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００２０】
２…レセプタクルコネクタ、４…ハウジング、６…嵌合部、８…端子、１０…ロック金具
、１２…阻止面、１４…第１折返部、１５…突出部、１６…第２折返部、１８…屈曲部、
２０…プラグコネクタ
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